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· 出席者は記録者が印を付ける。

· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）すること。

＜全体連絡＞
・インフルエンザ注意報が発令されているため、感染予防を徹底してください。利用者様で不調が有った場合はすぐにマスクの着用を促し、感染拡大予防に努めてください。インフルエンザに罹患した場合は、発熱後5日間・解熱後2日間は出勤・通所をしないようにしてください。
［研修］
・1/16～17　第8回院内研修

・1/22　看護グループ内研修（対象：介護新人・初級スタッフ）
＜青明舎利用者様情報＞
・鈴木　知子様～9日に「デイケアをやめたい」と話していた件について考え直したと電話にて報告があったとのこと。膝の痛みについては、本日くどう整形外科を受診し、軟骨が擦り減っているとのことで軟膏が処方となったとのこと。次回、通院にて電気治療を行うと話している。
・平　京子　様～10日に青明舎へ来所している。睡眠や食事はとれているとのこと。食事内容を確認すると、摂取する野菜の種類が足りてない為、摂取の仕方について助言している。
・高柳　和子様～10日表情明るく来所し、桜木町の銭湯と青陽館で入浴出来ており、気晴らしになっていることを報告している。12日に携帯の操作方法にて電話があり、マナーモード等のやり方について説明している。
・繁名　和恵様～12日に右肩の痛みを訴えて奥寺整形外科を受診している。腱鞘炎と診断されたとのことで、飲み薬と湿布と塗り薬が処方されたとのこと。
・我満　望　様～12日に生活福祉課の認定調査を行っている。就労移行支援の利用は月曜から金曜の10時から12時であるとのこと。13日に青明舎にて定期訪問した際に、夜に母様が外にでて交際相手と会って話をしている為、家にいない時があると髪を掻きながら話しており、不満な様子が窺えている。主治医に就労移行施設を利用したいこと伝えるとデイケアの利用を中止しても良いとの説明を受けたとのこと。就労移行支援施設について1/22(月）よりプラーナの利用を開始するとのこと。
・我満奈津紀様～夜は交際相手と駐車場で話していたとのこと。年末年始の過ごし方としては、三嶋神社に初詣に行ったとのこと。その後、38℃の発熱があったが、2日から仕事に行ったと話している。今後、交際相手との再婚を考えており、生活保護がきれるため病院受診に不安があるとのこと。市営住宅の畳については、ネットでの予約がキャンセルになったとのことで、畳屋さんを探しているとのこと。
・福井　彩　様～10日に神経内科受診、11日に八戸赤十字病院受診し、結果を報告している。次回の八戸赤十字病院の予約は1/25(木)とのことで、結果次第では入院の話が出る可能性があるとのこと。
・東海林紀子様～左目の充血あり、眼科受診している。先週の水曜日の腹痛は荻生内科を受診し、胃が原因であると診断されたとのこと。年末年始にアルコールを飲んだため、今後は土曜日だけにするようにしていくと話していたとのこと。仕事内容がミサンガ作りから針金ハンガーの布付けに変わったと報告している。
・東海林康之様～12月は仕事を2回休んだが、今月は休むことなく行けそうだと話している。年末年始は息子様が帰省してきたり、妻様の実家に泊まったとのこと。
・下妻　康貴様～2時にオンコールで電話あり、隣の部屋からドンドンと音がしていると連絡がある。6時過ぎに再度連絡あり、「寝れなくてずっと起きてた」と話している。
＜グループホーム利用者様情報＞
・下妻　康貴様～オンコールに連絡があった件について確認している。他の入居者様に確認するが寝ていて気付かなかったとのこと。週末より体調不良の訴えが聞かれていたとのこと。
・古舘　ヨリ様～12日に鹿内眼科を世話人同伴で、受診している。次回受診が1/22（月）であり、レーザー手術を施行予定であるとのこと。
・繁名　和恵様～土・日曜日は右肩が上がらず、日課が出来ないとの訴えあったが、本日は痛みはないが眠気が強いと話している。
・関　秀治　様～本人より訴えはないが、特定のデイケア利用者様（駒木洋士様）から頻繁にグループホームへ電話連絡がある。電話してくる時間が21時以降になることもある為、世話人より相手と話し合い、電話の頻度を減らしてもらうことを提案しているとのこと。
・大下　伸治様～12日に腰痛の訴えがあり、滝沢整形外科を受診している。翌日、薬の飲み過ぎで辛いと話しており、服薬する際には、医師の説明通りの服用をするよう説明している。
・藤村　翔　様～五福より情報提供があり、以前表情の硬さや眼光の鋭さ等の症状変化について、金銭面や家族との関係に問題が生じた際に起こるのではないかとのこと。本人に現在の金銭面や家族との関係について、尋ねるが特に問題はないと話している。デイケアでも同様の質問をした際に、同じ返答であったことを世話人に情報提供している。上記症状変化について、明確な原因が不明である為、今後も世話人とデイケアスタッフとでの情報共有を、密に行っていくこととしている。
・田中　一　様～病院での定期受診の時間が変更になったことに対し、不満があるとのこと。次回受診の際に、医師と相談する予定となっている。
・村上　元道様～レットコンパスの体験利用が終わり、今後の希望を聞くと引き続き体験利用を続けたいと話している。最近就労継続支援A型施設の体験利用や主治医の変更等環境の変化があり、それに伴い気分の高揚が窺えている。また、先日母様より父様の暴力等がある為、家を出てアパートに住みたいとの連絡があったとのこと。市役所に相談し、本人・母様・世話人で生活支援ハウスの見学と説明を聞いている。見学後、母様より弟様の世話をしたい為、アパートに住みたいとの要望が再度聞かれており、再度本人と母様とで話し合い今後どうするかを決めるよう伝えている。本人が就労に手一杯である為、アパートへの転居が決まった際には、母様主体で動いてもらうこととしている。
＜利用者様情報＞
デイケア

・我満　望　様～地域活動支援センター青明舎からの情報提供があり、現在「プラーナ」を体験利用、1/22（月）より月曜日から金曜日まで、10時から12時までの利用となることを本日主治医と面談した結果、デイケアを利用中止となるとの情報があり、本日外来受診後デイケア利用中止となっている。
・上川原　豊様～運動療法の時間に椅子に座っている為声掛けを行うと両足の親指の爪が剥がれて痛いと話している。病院で診てもらって軟膏を塗ってもらっており、もう少しで治るとのこと。爪が剥がれたのは先週の金曜日で靴下を履くときに引っかかり剥がれたと話している。
・竹洞　聡　様～就労支援A型の事業所を受けて採用内定をもらったとの報告があり、1/16（火）から週5で体験利用することを話している。主治医に報告するように伝えると1/22（月）に話すとのこと。就労支援A型の事業所を受けることは報告しているとのことで、1/22（月）にデイケアの利用についても話すとしている。
・竹洞　総子様～本日、夫様より情報提供があり、就労支援B型の事業所の体験利用をしており、本日より毎日体験利用をするとの報告がある。主治医に報告しているかと、夫様同様に1/22（月）の受診時に話す予定とのこと。就労支援B型の事業所を受けることは報告しているとのことで、1/22（月）にデイケアの利用にについても話すとしている。
デイナイトケア
・佐藤ミツ子様～青風荘より情報提供があり、1/13(土）青南病院受診後、帰荘途中、伐採により風景が変わった為か、青風荘へ帰荘できずにいる。周辺を通りかかった方に、自身の連絡カードを見せ青風荘に連絡してもらい、鹿内内科の辺りまで青風荘スタッフが迎えに行っていたとのこと。今後は同行受診とすることとしている。1/14は、疲れた様子見られていた為、買物は代行できることを声掛けしたところ、「大丈夫」と話しており、その後も自室で寝ていたとのこと。スタッフより夜間眠るよう声掛けしていたとのこと。今朝も疲れた様子見られている。
・千葉　輝夫様～先週、インフルエンザA型で青陽館を欠席している。本日は、表情良く朝の挨拶をしている。来所時の体温36.3℃、体調について訊くと、「大丈夫だ」と話しており、不調であったことを覚えていない様子が窺える。プログラムは、参加することが出来ているが、時々、欠伸をしている。
ナイトケア
・八木橋牧雄様～普段通りに来所、「今日先生から検査結果教えてもらって、日赤で精密検査してくることになったから」「紹介状作ってもらってから行くからいつ行くかはこれからわかると思う」との報告がある。体調不良は特になく、不安そうな様子も窺えない。「しっかり検査してもらった方が安心だしな」と話す為、しっかりと検査をしてもらうよう促している。
＜事例検討会＞
カンファレンスシート（船場　幸子　様）　
実施日：H30年1月15日（月）13：30～14：00

担当：田中

検討内容　目標と計画の再検討

	氏名
	船場　幸子　様
	性別
	女
	年齢
	68
	生年月日
	S24年7月5日

	主病名
	統合失調症
	合併症
	なし

	治療方針（医師の指示）
	・安定した病状の維持　　　・地域生活の維持

	本人希望
	グループホームでの生活を維持したい。

	家族希望
	自立した生活をしてほしい。

	入院歴
	計5回（最終：H15年2月12日～H20年5月11日）

	通所歴
	2回目

· 前回：H20年5月12日～H23年2月22日

· 今回：H23年4月1日～現在　　（週4回/月・火・水・金曜日）

	その他サービス利用
	訪問看護1/W

地域活動支援センター｢青明舎｣

	住居：グループホーム　あおぞら
	家族構成

4人姉弟の次女

キーパーソン：長姉（青森市在住1回/2M面会あり。）

	利用制度
	精神障害者保健福祉手帳１級
	障害基礎年金1級

老齢厚生年金
	後期高齢者医療

自立支援医療費制度

	備考：事例検討に必要な情報を記載

同胞4名の第2子として岩手県宮古市にて出生。中学卒業後は転職を繰り返す。

S45年頃より､自閉､徘徊､不眠等の症状が出現。同年､有機溶剤(ｼﾝﾅｰ)を吸引後､意識混濁を来たして内科へ入院。同入院中に離院して､他者の土地で毛布を広げて座り込むことや､緘黙状態となることがあり､S45.7.24当院を受診。入院の適応と判断されて､当日入院(～S60.9.16)。退院後､易興奮性･興奮性､滅裂言動が顕著となり､S60.10.12当院へ2回目の入院(～S32.2.14)。退院後は､社会復帰援護寮｢いちい荘｣へ入所。同施設にて生活訓練･就労訓練を行っていたが､S62年5月頃より､易興奮的･易刺激的となり､他者に対して攻撃的となること等があったことから､S62.7.5当院へ3回目の入院。H14.11.15急性腸炎･慢性腎不全の治療を目的として､八戸市立市民病院へ入院。同院での治療が終了して､H15.2.12当院へ4回目の入院(～H20.2.15)。H20.2.15退院後は､生活訓練施設｢青山荘｣へ入所となり､当院への外来通院､精神科ﾃﾞｲｹｱの利用を継続。H23.2.14生活訓練施設｢青山荘｣を退所となり､福祉ﾎｰﾑB型｢青風荘｣へ入所。その後は当院への外来通院(1回/週)､精神科ﾃﾞｲﾅｲﾄｹｱの利用を継続している。


【目標・治療計画（現在）】

	長期目標
	中期目標
	短期目標
	治療計画

	①病状悪化せずにグループホームでの生活を維持することできる。
	①困ったこと、不安なことに対処できるようになる。
	①－1困ったことはスタッフに適切に相談し、対処できるようになる。

①－2自信を獲得し、不安の軽減を図る。
	①－1困ったことがある際は､溜め込まず自分から職員へ相談する。職員は、本人の訴えを傾聴し、適切な対処法を伝え､本人が伝えた事をできるようにする。

1 －2本人ができる活動を行い、自信を獲得する。スタッフは本人が役割に携わっていること、出来ていることを評価し自信の獲得に繋げる。

	
	②体重増加しないよう運動を行う。
	②運動とバランスの取れた食事に注意し、体重を維持していく。
	②通所利用時は運動（エアロビ、ウォーキング）を行い、バランスのとれた食事（各食と、おやつを摂り過ぎない）を継続する。スタッフは体重維持が出来ている事を評価し、自信につなげていく。


【検討内容】

	短期目標
	実施した結果・現状（達成度○○％）
	今後の対応

	①－1困ったことはスタッフに適切に相談し、対処できるようになる。

①－2自信を獲得し、不安の軽減を図る。
	・以前、自分から困った事や不安な事を相談できずに調子を崩してしまった経緯がある。また病状悪化時は易怒的になることがある。グループホームでは特定利用者が本人に対して威圧的な態度や嫌味を言われることがあるとの情報あるが、GHでの問題について尋ねられると「何も問題ないです。皆で仲良くやってます。」と答えている。

・最近では自立支援の申請やバス件の更新など自力で行い自信がないときは世話人などに確認しながら行っている。

・デイケアで過ごしている際は、声を掛けられると丁寧に対応しており、相手を気遣って話している。

・金銭面では貯金が衣類などを購入しなければ1万程度は貯金できており問題ないとのこと。

・幻聴については周囲の人に幻聴だといわれているが自分ではそう思っておらず苦痛に感じていないと話している（達成度80％）
	・困ったことや不安に上手く対処していく必要がある為、今後も目標計画を継続する。今まで自分から話す事が少なかった為、すぐ自分から相談する事は困難と思われる。

・今後の対応として、1週間に1回声を掛け、困ったことや不安な事の有無を確認していく。また、本人が安心して相談できる場面設定も考えながら、問題を溜め込まずに解決できるよう促していく。

	②運動とバランスの取れた食事に注意し、体重を維持していく。
	・体重は現状維持できており、±1㎏で推移。

・余暇時間は縫い物や計算ではなくウォーキングを行っていることが多い。

・ウォーキングの姿勢は、猫背であり腕の振り方も小さいことがある。スタッフから姿勢を正すよう声を掛けると、姿勢を正しているが、「どうしてもこうなっちゃう」と話し、上手く改善出来ていない様子。エアロビは主治医に反対されていると話しているが、「自分の体の調子に合わせて70歳まで続けたい。」と話している（達成度80％）
	・体重維持については、本人が希望している目標であり、自分から積極的に取り組まれている。今後も目標と計画は継続し、通所利用時は、運動やバランスのとれた食事をすることで、現在の体重を維持していくようにする。


【目標・治療計画（再立案）】

	長期目標
	中期目標
	短期目標
	治療計画

	①病状悪化せずにグループホームでの生活を維持することできる。
	①困ったこと、不安なことに対処できるようになる。


	①－1困ったことはスタッフに適切に相談し、対処できるようになる。

①－2自信を獲得し、不安の軽減を図る。
	①－1困ったことがある際は､溜め込まず自分から職員へ相談する。職員は、本人の訴えを傾聴し、適切な対処法を伝え､本人が伝えた事をできるようにする。

①－2本人ができる活動を行い、自信を獲得する。スタッフは本人が役割に携わっていること、出来ていることを評価し自信の獲得に繋げる。

	②体重を維持していく。
	②体重増加しないよう運動を行う。
	②運動とバランスの取れた食事に注意し、体重を維持していく。
	②通所利用時は運動（エアロビ、ウォーキング）を行い、バランスのとれた食事（各食と、おやつを摂り過ぎない）を継続する。スタッフは体重維持が出来ている事を評価し、自信につなげていく。


※表情や状況の取り違えなどがあり、いい意味で相手の表情や言動に鈍感であり、ＧＨの他入居者の精神状態に振り回されず、平穏に過ごせている可能性がある。しかしストレスが生じた際に抱え込む傾向が窺える為、本人に変化が窺える時は適宜面談を行い、不満を吐き出す機会を作っていく。スタッフには平常心を保ち良い部分しか見せていない可能性があるため本音が聞けない可能性があるので、グループホーム世話人、青明舎との情報共有を行っていくこととする。
